
～平成28年度交付決定額： 31,440 千円 平成29年度申請額： 442 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

平成 30 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

・世界遺産暫定登録教会のある場所は、少子高齢化の影響で過疎化が深刻な地域であり、地元の住民だけで、その
  勤めを担うのには将来的に限度がある。
  よって、平成28年度から構成資産を中心としたエリアの大人・子どもたちに対して「資産の価値と地域の魅力を

発信する担い手」として「一人ひとりがガイドさん」事業を実施することにより、地域住民にとって近隣の教会
等が「世界の宝物」であるという認識を持つことにつながり、身近な存在として教会群の保全等について次世代
に継承する意義を理解してもらう事ができる。

・地域住民一人ひとりが「ガイドの担い手」となることにより、地域振興の核となっているという自覚の醸成を図
ることができる。

現時点では、県として「歴史文化基本構想」策定の予定はなし。

地方公共団体
担当部局課

長崎県教育庁 学芸文化課

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

長崎県  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

１．本事業については、長崎県が全体計画の企画、調整事業の指導を行う。
２．事業の実施に当たっては、長崎巡礼協議会（会長 中村 満）が実施する。

構成団体：カトリック長崎大司教区、NPO法人世界遺産長崎チャーチトラスト、NPO法人長崎巡礼センター、
長崎の教会群インフォメーションセンター

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

長崎県文化遺産を活用した地域活性化事業

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の早期の世界遺産登録に向けて、関連する文化財を活かした次の事
業を実施する。

○地域の文化遺産情報発信・人材育成事業（「一人ひとりがガイドさん」事業）
 本事業は、専門的なガイドではなく、個々の資産を有する地域住民自らが、地域内の対象施設等についての

 基本的な事項についてガイドできるようにすることを目的として実施する。

   ※本事業については、「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の世界遺産登録を目指す平成30年度まで
 の3か年事業として継続して取組んでいく予定である。

地域文化遺産活性化

平成 28 年度 ～

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

様式１－１



年度

％ ％ ％ ％ ％ ％

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31

28 年度 0 ％ ⇒ 平成 30

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の文化遺産への来場者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
世界遺産登録を目指す「長崎と天草地方の潜伏キリシ
タン関連遺産」の構成資産の『事前訪問予約制度』申
込者数の前年度比率

関連事業: ①

年度 10 ％目標値１： 平成

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

設定根拠１：
構成資産への来場者数が減少している状況から、Ｈ29年度は現状維持、世界遺産登録を目指すＨ
30年度は前年度比1割増を設定

様式１－１別紙①



人人 人 人

30 年度 平成 31 年度

人 人

28 年度 平成 29 年度 平成

人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

人 ⇒ 平成 30 年度 10

研修会を受講した「純心大学ボランティアガイド」のメンバーの中で、実際にガイドとして活動
する人数

目標値： 平成 28 年度 10

～ 平成 30 年度

事業概要：
文化財が存する地域の住民自らが、地域内の文化財の基本的な事項について学び、来訪者に対し
てガイドができるようにする。

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 28 年度

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①：
「長崎県内の教会群とキリスト教関連遺産」を
活かした地域活性化事業

実施団体： 長崎巡礼協議会

評価指標区分： ・ボランティアガイド育成講座修了者の後年度活動者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：

様式１－１別紙②


